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醤
學
　
研
　
究
　
　
第
九
號

爾
接
聖
人
の
澱
丈
そ
の
も
の
に
依
て
ル
、
の
眞
鶴
を
識
超
し
、
　
そ
の
眞
面
蝕
を

領
解
し
、
そ
の
鹸
趣
を
冗
め
ん
と
興
す
る
要
求
の
生
ず
る
事
も
亦
自
ら
止
む

を
鴛
な
い
欝
ひ
で
あ
ら
う
、
本
馨
は
全
く
そ
の
要
求
に
撒
い
て
編
せ
ら
れ
た

嬉
の
で
あ
る
、
　
染
修
を
溺
つ
こ
と
下
編
、
纏
要
、
難
壁
、
人
里
、
聖
蹟
、
敏

賜
四
。
　
更
に
謝
単
縮
…
顎
澱
を
繊
吠
く
る
事
町
な
り
熱
貯
霜
［
。
漕
～
文
の
取
要
耕
載
仕
、
瀟
観
腰

組
織
に
於
て
馬
亦
紗
か
ら
ざ
る
努
力
の
結
県
が
現
は
れ
て
屠
る
、
㎞
懲
轟
蓮
義

初
學
入
門
の
霧
と
し
て
恰
好
の
編
藩
で
あ
ら
う
、
又
聴
器
な
る
漁
人
の
遭
文

に
勤
す
る
簡
便
な
索
引
的
要
集
と
し
て
竜
湘
鴬
の
成
功
が
牧
め
ら
れ
て
居
る

搬
で
あ
る
。
　
併
し
唯
編
者
断
依
の
玉
器
が
秘
侠
…
「
語
義
」
の
も
の
で
あ
る
購
は

本
書
の
性
質
や
編
暫
の
目
的
な
ど
か
ら
見
て
侮
だ
か
物
足
U
な
く
感
ず
る
が

こ
れ
は
理
か
否
か
。
（
東
京
新
日
翼
翼
義
軍
黒
熱
、
一
宛
概
八
十
鈍
、
菊
版
－
一
二

六
買
）
（
本
田
義
英
）

　　

絜
R
西
霧
量
判
別
砦
ク
麹
鋤
張
魏

　
療
階
数
フ
ラ
ン
ク
、
シ
ル
リ
ー
は
シ
ン
シ
チ
チ
大
冨
購
卒
燃
粟
後
ベ
ル
リ
ン
、
ハ

イ
デ
ル
ベ
ル
ヒ
の
二
大
學
に
學
び
、
辮
聖
心
、
ミ
ッ
ス
ー
り
大
工
の
暫
學
敏

授
、
プ
リ
ン
ス
、
シ
大
竃
の
心
理
學
敏
授
を
輕
て
、
千
九
百
六
年
、
ロ
ー
ネ

ル
大
墨
の
哲
學
教
授
と
な
り
、
瀧
に
今
H
に
及
ん
で
居
る
。
　
氏
の
署
越
と
し

て
は
ピ
。
貯
£
凶
、
憩
〔
．
o
r
窪
。
’
．
Φ
冨
田
ぎ
笹
り
o
o
岸
つ
。
。
灘
）
》
⇒
ぢ
欝
。
身
ざ
臨
。
謬

8
蜂
三
＄
（
墜
O
O
）
醗
課
と
し
て
は
｝
ノ
峯
討
讐
．
¢
ヨ
窪
O
創
琴
仲
…
O
箒
ε
憎
四
一
＄
一

。
鳳
彰
（
ド
Q
o
G
o
切
）
　
需
㊦
げ
費
．
¢
甑
謎
ε
吋
望
。
剛
H
、
謀
δ
こ
喰
。
挙
げ
網
（
ド
◎
。
O
⇔
）
疑
二
μ
鍵
o
p
、
凱

高。

笳
?
諺
O
鴎
冒
笹
ご
玖
㎞
㏄
8
）
等
が
あ
る
。
而
し
て
｝
燦
簗
。
ζ
O
㎞
男
臨
δ
納
違
げ
団

（
一
り
置
）
は
最
近
に
現
は
れ
た
氏
の
薯
述
で
あ
っ
て
、
　
之
即
言
課
長
の
オ
リ
ッ

ヂ
ナ
ル
で
あ
る
．

p
》
「
r

二
〇

　
慰
書
は
約
六
百
買
の
大
境
。
古
代
蒲
綴
曹
學
の
雲
華
よ
縫
誕
き
起
し
て
最

近
の
聖
子
界
の
趨
勢
に
迄
及
ん
で
居
る
。
行
丈
流
暢
蛇
鮫
的
易
解
で
あ
っ
て

哲
墨
・
恩
想
の
歌
里
に
當
っ
て
は
、
聯
巾
に
跳
ハ
背
禁
た
る
隠
代
入
交
に
漣
恥
し
哲

雑
学
難
論
の
継
史
的
駿
展
は
、
瞬
．
燃
て
或
二
二
に
於
て
叢
記
患
翌
翌
者
の
嵐
己
批

到
の
有
機
的
…
囲
展
で
あ
る
と
見
て
、
　
蕎
時
代
の
蓉
雄
謄
躍
恕
の
有
す
る
慧
義
及

債．

l
を
開
明
す
る
と
典
に
、
央
等
學
読
蒲
互
の
驕
係
を
聖
血
な
ら
し
め
ん
と

す
る
。
即
署
者
は
鋤
來
得
る
限
諺
霞
己
の
主
魏
を
投
入
す
る
鄭
を
甦
け
、
哲

攣
者
を
し
て
取
々
最
も
純
な
る
自
己
を
語
ら
し
む
る
と
典
に
、
彼
導
が
杢
曹

學
史
に
於
て
望
む
る
位
欝
、
窮
ナ
る
意
義
を
明
な
ら
し
め
ん
と
す
る
の
で
あ

っ
て
著
者
は
か
』
る
研
究
法
を
気
馨
。
瓢
。
？
霞
凶
熔
◎
缶
彰
。
夢
。
降
と
名
け
て
居

る
。
か
る
が
敷
に
精
鵬
な
る
蝋
り
問
的
知
識
は
此
嵐
に
求
む
ぺ
か
ら
凝
・
る
も
、

哲
學
史
の
一
贈
…
的
伽
識
殊
に
哲
學
思
和
む
の
獲
展
の
穫
路
を
有
襟
鴇
的
に
理
解
…
せ

ん
と
す
る
初
野
者
に
取
夢
て
、
甚
だ
便
利
な
書
物
で
あ
る
と
思
ふ
。
殊
に
原

著
は
、
　
各
哲
雄
・
者
貞
身
の
著
述
は
勿
論
、
其
英
課
及
其
研
究
に
必
要
な
る
關

詩
書
鷺
を
繋
げ
、
　
最
後
に
は
索
引
を
附
し
て
あ
る
か
ら
、
更
に
甦
ん
で
研
寵

せ
ん
と
す
る
竜
の
に
取
っ
て
も
笹
だ
好
都
合
で
あ
る
。

　
齎
守
雪
曇
士
の
課
丈
は
謹
課
臭
昧
を
脱
し
て
屠
る
と
云
ふ
鮎
に
於
て
遺
憾

は
な
い
が
、
行
交
納
坦
調
に
し
て
蛮
野
乏
し
く
、
八
百
余
斑
の
大
勢
固
氣
に

識
破
せ
し
む
る
の
魅
力
を
吝
く
、
冠
者
嶽
ら
断
っ
て
居
ら
れ
る
や
う
に
、
蓬

語
的
に
課
す
る
の
で
た
く
、
亘
る
べ
く
篇
輩
に
其
本
旨
を
謬
画
せ
ん
と
せ
ら

れ
た
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
今
少
し
寝
藁
に
注
惹
を
撞
ひ
得
る
飴
地
が
無
か
っ

た
で
あ
ら
う
か
。
最
も
殻
憾
に
愚
つ
た
の
は
、
糊
右
名
詞
の
鑓
方
の
甚
だ
祉

槻…

ﾈ
こ
と
で
あ
V
る
。
側
へ
ば
目
①
O
ロ
O
吋
働
盛
蟄
イ
一
聲
鉱
の
♂
．
一
膨
鉱
を
ヴ
ア
ン
シ
と
嫡
蝋

み
聾
Φ
鎚
。
釦
鉱
鵠
団
を
ピ
ユ
ル
、
デ
翼
リ
1
と
讃
む
が
撫
き
は
三
二
で
あ
る
が
、



か
く
の
顛
出
、
・
例
は
決
し
て
紗
少
で
は
な
い
。
　
又
本
課
書
は
初
學
者
κ
封
ず
る

手
引
と
し
て
西
洋
曹
學
史
の
一
般
的
知
識
を
與
ふ
る
爲
に
課
繊
せ
ら
れ
た
爲

で
も
あ
ら
う
が
、
プ
ラ
ト
ー
、
カ
ン
ト
の
署
蓮
及
シ
ェ
リ
ン
グ
の
こ
三
の
署
を

偏
暴
げ
て
居
る
の
み
で
其
他
の
続
n
學
者
の
署
蓮
は
一
切
欝
略
し
て
あ
る
の
は
何

だ
か
物
足
ら
ぬ
。
原
轡
の
如
く
英
課
書
其
他
研
劣
に
要
す
る
壁
塗
書
段
迄
斜

壁
齢
す
る
の
親
切
は
な
く
と
も
、
兎
に
角
費
學
史
に
前
章
を
分
け
災
へ
ら
る

る
程
の
哲
學
者
の
砦
蓮
の
名
位
は
繋
げ
て
欲
し
か
っ
た
。
併
し
か
く
云
へ
ば

と
て
、
至
重
の
此
大
燈
を
醗
謙
す
る
に
當
っ
て
錦
は
れ
た
努
力
と
勢
力
に
聰

し
て
、
敬
意
を
忘
れ
や
う
と
す
る
竜
の
で
は
勿
論
な
い
。
　
叉
本
灘
欝
が
唯
一

の
目
的
と
す
る
所
の
も
の
を
、
　
高
き
程
度
に
於
て
賀
現
し
て
居
る
と
云
ふ
事

を
認
む
る
に
吝
な
る
も
の
で
も
な
い
。
近
雍
此
種
の
課
署
の
少
か
ら
ざ
る
時

に
樹
っ
て
、
木
霧
亦
典
有
す
る
特
色
を
以
て
、
多
く
の
譲
者
を
牽
引
す
る
こ

と
で
あ
ら
う
。
東
京
市
京
橋
匿
南
傳
馬
町
二
、
“
黒
轡
店
獲
行
。
定
積
二
圓

五
拾
銭
、
（
陶
野
留
次
郎
）

寄
贈
書
籍
雑
誌

精
紳
科
學
の
共
　
本
問
題
　
　
　
　

丈
鰍
・
士
　
上
野
直
昭
…
　
山
石
波
愈
一
店
押

ワ
オ
ー
ド
詮
會
學
　
　
が
写
今
帰
藤
森
蓬
羅
巖
松
堂
害
居

票
章
典
　
鵜
閃
影
葦
士
砦
守
蒙
課
二
黒
書
店

鱗
茎
難
誌
、
心
理
研
究
、
東
洋
哲
學
、
六
合
難
誌
、
算
三
二
握
、
早
稻
田
文

學
、
學
校
教
育
、
内
外
教
育
至
論
、
菩
麺
数
育
、
小
學
研
究
、
　
数
青
研
究
、

数
育
界
、
奈
良
縣
教
育
、
滋
賀
懸
教
育
會
礫
誌
、
愛
知
教
育
維
誌
、
新
思
潮

都
市
教
職
、
主
導
教
育
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覗
畳
に
於
け
る
右
利
左
利

三
山
教
に
於
け
る
聯
の
内
在
槻

自
繭
党
に
於
け
る
直
競
と
反
省
（
承
萌
）

フ
ィ
ヒ
テ
の
宗
敏
哲
學
の
登
展
（
完
結
ワ

シ
ヤ
ン
カ
ラ
の
眞
智
に
関
す
る
思
想
に
就
て

彙
報
－
新
著
紹
介
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